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ない。ここに述べた彼女の自国の歴史理解や、和解に関す 考え方が、どこまで現状のミャンマーにおいて普遍性を持つかという、建設的な議論こそが求められているといえよう。残念 がら そ ような意味ある は、いまのところ姿を現してい い。（ね
も
と
　
け
い
／
上
智
大
学
外
国
語
学
部教授）
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